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動流ポンプに迅速に交換する乙とにより検討を行なった。体重 4 0 -6 4 kgの成w羊 5頭を用い，全身麻
酔，左開胸下に空気駆動方式の左心補助人工心臓 (LV A D，最大 1 回拍出量: 70ml) を， 左房左室
脱血，下行大動脈送血として装着した。術後 2 週間まで， LVAD による 1 0 0 猪左心バイパスで，拍出
回数 9 0 beats/min ，拍出量 1 0 0 m 1 / kg 1m i n の拍動流による体循環を維持した後，ヘパリンによ
る抗凝血薬療法施行下にLVADを遠心ポンプ(イワキ社製， MD-I0) に迅速に交換して体循環を無




活性，アンギオテンシン ll ，アルドステロンの各値の無拍動流化前後での変化を 無拍動流化後 1 時間後
から 4 8 時間後について，拍動流時をコントロールとして検討した。
〔成績〕
謹流量 (T F) および全末梢血管抵抗 (5 VR) は 無拍動流化 1 時間後の値は両者とも前値との聞に
有意の差を認めず，以後前者は増加傾向を後者は減少傾向を示したが，これらの変化は前値と比較して推
計学的に有意のものではなかった。全身酸素消費量 (02 cons r ) ，血清乳酸値 (Lact. )は，鰯白動流
化後 4 8 時間までの間前値に比し有意の変化を示すことなく推移した。血中アドレナリン値 (AD) ，ノ
ルアドレナリン値 (NA 0) ，血築レニン活性 (p R A) ，アンギオテンシン E 値 (ATl) ，アルドス
テロン値 (AL 0) も，すべて無拍動流化後 4 8 時間までの間前値に比し有意の変化を認めなかった。
Parameter pre 1 hour 12 hours 48 hours 
T F (m 1/ kg 1m i n ) 107:t20 110:t18 1 1 3:t2 2 1 27 士 1 8 
SVR (dyne -sec-cth5)1476ｱ323 1429:t285 1364:t242 1330:t293 
O2 cons. (ml/min) 216:t37 257:t25 234:t31 214:t46 
Lact. (mg/d 1 ) 3.7 :t4.3 3.7:t 1. 7 4.7 士 2.7 3.6:t0.4 
AD (ng/ml ) 0.05 土0.04 0.08 :t0.0 6 0.0 8:t0.0 6 0.04 :t0.0 2 
NAD (ng/ml ) 0.2 5:t0.l 9 0.3 5 :t0.2 0 0.4 9 :t0.3 0 0.1 6:t0.0 9 
PRA (ng/ml/hour) 1.3:t1.0 1.3:t1.2 1.3 :t0. 7 0.7 :t0.3 
ATll (pg/ml) 8.8:t0.4 7.8:t0.8 1 3.0 士1.9 7.3:t 1.2 
AL D (pg/ml ) 49.5:t29.6 31.8:tl1.1 5 7.8:t1 2.3 35.7:t27.0 
〔総括〕
















無拍動流体循環に変化させ，直後から 2 日間の生体反応を覚醒下で検討したものである o その結果，体循
環の無拍動流化は，平均体血圧を一定とした条件下で，謹流量，全末梢血管抵抗，全身酸素消費量等の血
行動態のみならず，血中カテコラミン値，血祭レニン活性，アンギオテンシン E およびアルドステロン値
等の循環調節性ホルモン動態に有意の変化を及ぼさない乙とを明らかにした。
本研究で得られた結果は，無拍動流体循環の生体に及ぼす影響に関する新しい知見であり，臨床の体外
循環や補助循環の進歩にも寄与するものと考えられる。
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